
学
界
消
息
．

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
五
月
例
会

　
五
月
一
〇
日
（
土
）
　
午
後

　
中
岡
慎
太
郎
の
「
藩
」
論
に
つ
い
て

　
中
国
思
想
史
に
お
け
る
辛
亥
革
命

　
絶
対
主
義
と
布
民
革
命

史
学
研
究
ム
鳳
｛
ハ
日
〃
届
例
△
四

・
六
月
七
賃
（
土
）
　
午
後

　
臨
地
講
演
　
二
条
城
、
角
屋
、

　
　
　
（
講
師
）

　
　
　
　
国
　
災
　
関
　
係

読
史
会
一
月
例
会
　
　
月
二
五
日

　
　
　
　
　
午
後
一
時

於
楽
友
会
館

池
田
敬
正
出

島
限
歳
次
氏

河
野
健
二
氏

二
条
陣
屋

　
　
川
上

貢
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
陳
列
焦
思
黒
蜜

　
明
治
前
期
に
お
け
る
信
用
業
の
発
展

　
　
－
「
紙
幣
整
理
」
を
め
ぐ
っ
て
一
　
鈴
　
木
　
良

　
若
狭
国
地
頭
に
つ
い
て
　
　
　
　
田
　
中
　
稔

読
史
会
二
月
例
会
　
二
月
一
五
目
（
土
）

・
　
　
　
　
　
午
後
一
時
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
室

　
近
世
に
お
け
る
神
領
に
関
す
る
二
・
憲
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
嘉
八

　
融
所
小
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
贔

読
史
会
予
饒
会
　
二
月
一
二
日
（
金
）
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
楽
友
会
館
パ
ー
ラ
ー

　
本
年
度
卒
叢
生
一
二
名
を
は
じ
め
小
葉
田
・
赤
松

　
・
柴
田
教
授
、
岸
助
教
授
、
林
屋
講
師
ほ
か
先
輩

　
後
輩
ら
五
〇
名
出
席
、
卒
業
生
の
前
途
を
祝
し
て

　
乾
杯
、
歓
談
に
時
を
過
し
た
。

読
史
会
新
専
政
生
歓
迎
会
　
五
月
六
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
　
於
妙
法
院

　
本
年
度
新
専
攻
ル
臨
は
山
ハ
名
、
　
・
り
ち
盛
名
山
国
席
。
　
小

　
葉
田
・
赤
松
・
柴
田
教
授
、
岸
助
教
授
、
高
尾
・

　
上
横
手
講
師
ほ
か
助
手
大
学
院
学
生
な
ど
三
八
名

　
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
辞
を
受
け
た
。

読
史
会
春
季
旅
行
　
五
月
二
七
（
火
）
二
八
（
水
）
日

　
天
理
市
天
理
教
本
盗
－
天
理
大
学
図
書
館
・
参
考

　
館
－
多
読
峰
甲
山
神
社
（
一
泊
）
一
聖
林
寺
－
文
珠

　
院
－
山
曝
寺
－
飛
鳥
寺
－
石
舞
台
i
橘
寺
一
川
原

　
寺
を
歴
訪
。
　
一
部
は
予
定
に
な
か
っ
た
石
上
神
宮

　
に
も
訪
れ
た
。
参
加
者
は
小
葉
田
・
赤
松
・
柴
田

　
教
授
・
岸
助
教
授
・
上
横
手
講
師
ほ
か
三
〇
名
。

読
史
会
春
季
大
会
　
六
月
八
日
（
日
）

　
　
　
、
午
前
九
時
半
　
於
京
大
文
学
都
第
八
教
室

　
産
業
革
命
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
良

　
慶
応
一
年
大
阪
周
辺
打
こ
わ
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
．
　
一

　
心
学
普
及
に
関
す
る
＝
一
の
問
題
　
水
野
恭
一
郎

　
興
福
寺
五
ケ
所
十
座
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
　
　
公

　
品
部
雑
戸
の
展
開
過
程
　
　
　
　
　
上
田
　
正
昭

　
継
体
朝
の
動
乱
と
神
武
伝
説
の
戒
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
木
孝
次
郎

　
折
衷
学
派
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
衣
笠
　
安
喜

　
思
想
史
の
課
題
と
方
法
　
　
　
　
　

石
田
　
　
一
良

．
会
終
了
後
、
文
学
部
教
官
会
議
室
に
お
い
て
茶
話

　
会
を
催
し
た
。

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
史
旧
制
大
学
院
研
究
発
表
会

　
｝
月
例
会
　
一
月
十
一
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
　
末
法
思
想
と
大
乗
倫
理
　
　
　
　
兼
子
　
秀
利

　
　
公
孫
弘
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
杉
村
壮
三

　
翌
月
例
会
　
二
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
　
日
唐
律
令
に
見
え
る
賎
民
　
　
　
中
谷
　
英
雄

　
　
明
末
田
田
の
居
士
仏
教
　
　
　
　
塚
本
　
俊
孝

　
三
月
例
会
　
三
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
　
綴
代
の
勧
農
政
策
　
　
　
　
　
　
西
村
　
元
佑

　
　
高
麗
末
李
朝
初
の
閑
良
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
大
熈
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’ヨ睦　　「三τ

「壽一　　グト 消　息

　
四
月
例
会
　
四
月
十
二
日
（
土
）
陳
列
館
会
議
室

　
　
地
方
市
場
の
発
展
を
ど
う
み
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
本
　
重
巳

　
　
漢
代
の
置
門
侍
郎
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
直
顧

　
五
月
例
会
　
五
月
十
七
日
（
土
）
陳
列
館
会
議
室

　
　
明
代
の
京
辺
の
椿
朋
銀
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
光
隆

　
　
黄
災
の
乱
の
性
格
に
つ
い
て
0
　
善
心
　
憲
雄

　
　
－
特
に
富
商
層
の
問
題
－

　
六
月
例
会
　
六
月
十
四
日
（
土
）
陳
列
館
会
議
室

　
　
仏
教
史
観
と
救
済
観
　
　
　
　
　
兼
子
　
秀
利

　
　
－
民
衆
の
仏
教
受
容
の
方
向
－

　
　
高
麗
朝
に
お
け
る
科
挙
綱
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
洪
　
圭

卒
業
生
予
饒
会
　
三
月
一
目
（
土
）
午
後
油
気

　
修
士
四
名
、
学
士
三
名
の
新
卒
業
生
の
予
賎
会
を

　
善
万
遍
罷
見
院
に
於
い
て
ひ
ら
き
、
宮
崎
教
授
を

　
は
じ
め
教
官
、
先
輩
、
学
生
三
十
二
名
が
出
席
し

　
て
卒
業
生
の
将
来
を
祈
り
激
励
し
た
。

東
洋
史
談
話
会
歓
迎
会

　
昭
和
三
十
三
年
度
の
新
入
生
歓
迎
会
は
四
月
三
十

　
日
（
水
）
佐
伯
教
授
始
め
三
十
三
二
の
参
加
を
得

　
て
、
故
内
藤
湖
南
博
士
の
恭
仁
出
荘
を
訪
れ
た
。

　
歓
迎
会
、
昼
食
の
後
、
内
藤
戊
申
先
生
の
御
案
内

　
で
博
士
の
蔵
書
を
見
学
徴
会
し
た
。
な
お
、
本
年

　
度
の
新
入
生
は
学
都
六
名
、
修
士
二
名
、
緯
士
三
　
　
経
済
史
の
歴
史
に
か
ん
す
る
一
つ
の
意
見

　
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
合
田
　
藤
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
＄
暮
Φ
昌
ω
団
ω
毎
讐
の
問
題
　
　
　
　
岡
部
　
健
彦

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
政
治
的
立
場

西
洋
史
読
書
会
第
五
回
春
季
大
会
　
四
月
二
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
正
樹

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
よ
り
　
於
楽
友
会
館
　
　
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ソ
の
対
ソ
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
午
前
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
宣
雄

　
シ
ニ
メ
ー
ル
都
市
神
殿
の
土
地
保
有
者
　
　
　
　
　
　
人
物
評
価
に
つ
い
て
の
一
問
題
　
　
前
川
貞
次
郎

　
　
ξ
隠
一
皆
偉
詳
一
噺
9
草
－
げ
四
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
日
本
西
洋
史
学
会
第
九
回
大
会
　
五
月
二
四
．
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
茂
、
　
早
稲
田
大
学

　
京
都
大
学
陳
列
館
蔵
町
代
エ
ジ
プ
ト
中
王
国
時
代
　
　
本
年
度
の
大
会
は
、
土
地
制
度
の
み
に
偏
っ
て
不

　
　
の
碑
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
加
藤
　
一
朗
　
評
を
こ
う
む
っ
た
昨
年
度
の
大
会
の
反
磁
よ
り
し

　
九
世
紀
i
ム
一
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
蒔
4
9
け
る
金
　
　
　
て
、
自
由
課
題
と
共
通
謀
題
（
史
学
史
、
歴
史
理

　
　
の
問
題
　
　
　
　
　
堀
内
一
徳
　
論
）
の
二
本
だ
て
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
つ
て
二
五
名

　
イ
ギ
リ
ス
治
安
判
事
の
成
立
　
　
　
朴
　
文
　
国
　
　
の
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
都
中
申
フ
ィ
レ
ン
ツ
ニ
に
山
4
0
け
｝
の
政
払
仙
田
心
相
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
丈
地
理
学
関
係

　
一
C
・
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
お
け
る
人
為
的

　
　
都
市
社
会
秩
序
の
意
識
の
形
成
i
　
　
　
　
　
人
文
地
理
学
会
第
二
三
回
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
　
泰
　
　
昭
和
露
十
二
年
十
二
月
ゼ
四
日
　
大
阪
市
立
大
学

　
　
　
午
後
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
に
お
け
る
町
村
制
の
地
理
的
意
義

　
中
世
末
期
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
租
税
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

押
野
　
昭
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
原
　
義
生
　
　
β
本
・
中
指
・
チ
パ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
の
比
較
文

　
南
北
戦
争
直
前
の
北
部
輿
論
　
　
　
山
本
　
幹
雄
　
　
　
化
地
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
喜
圃
二
郎

　
ロ
シ
ア
の
経
済
恐
慌
（
一
八
七
三
年
）
　
　
　
　
　
　
柳
生
盆
地
概
観
　
　
　
　
　
　
　
帷
子
　
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
本
　
哲
男
　
人
文
地
理
学
会
第
二
四
回
例
会

85　（349）



昭
和
三
十
三
年
二
月
八
日
　
和
歌
山
大
学
学
芸
都

明
治
以
降
に
お
け
る
大
阪
湾
岸
の
漁
村
の
変
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
正
彦

地
域
構
造
と
社
会
構
造
　
　
　
　
水
津
　
一
朗

近
世
の
紀
州
高
野
寺
領
に
お
け
る
所
領
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
　
忠

人
文
地
理
学
会
第
二
五
回
例
会

　
昭
和
三
十
三
年
四
月
十
九
日
　
於
楽
友
会
館

　
徳
川
時
代
村
落
の
…
考
察
　
　
　
　
池
野
　
　
茂

　
奈
良
盆
地
農
村
の
社
会
地
理
学
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樽
松
　
静
江

　
イ
ン
ド
・
セ
イ
ロ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン

　
　
の
見
学
談
〈
ス
ラ
イ
ド
併
写
〉
　
本
岡
　
　
武

地
理
学
談
話
会
卒
業
生
予
饅
会
　
三
月
一
日

　
　
　
　
午
後
六
時
於
〃
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
”

　
　
同
日
午
後
、
地
理
学
習
室
に
於
て
、
別
掲
の
如

　
き
本
年
度
卒
業
学
部
六
名
、
．
中
土
課
程
一
名
の
卒

　
業
論
交
発
表
会
を
行
い
、
会
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

　
隔
て
…
誉
田
教
授
は
じ
め
教
官
・
先
輩
・
学
生
四
十

　
五
型
が
出
席
し
て
、
卒
業
生
の
前
途
を
祝
し
た
。

地
理
学
談
話
会
新
入
生
歓
迎
会
　
五
月
十
一
日

　
　
　
　
午
後
二
時
於
〃
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
”

　
　
本
年
度
新
入
生
な
ら
び
に
本
年
度
、
地
理
学
に

　
．
出
講
さ
れ
る
農
学
部
本
岡
教
授
、
日
仏
学
館
A
・

　
ブ
リ
ュ
ネ
教
授
の
歓
迎
会
を
行
っ
た
。
雨
天
に
も

　
不
拘
、
出
席
者
は
四
十
名
を
こ
え
、
午
後
五
時
す

ぎ
散
会
し
た
。
新
入
生
は
ヨ
回
生
四
、
大
学
院
修
　
　
　
落
立
地
の
垂
薩
的
遜
移
現
象
　
　
小
野

士
課
程
三
、
同
博
士
課
程
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
五
領
遺
跡
の
調
査
．
に
つ
い
て

考
吉
学
関
係

兵
庫
県
小
野
市
焼
山
古
墳
群
の
調
査

　
　
三
月
八
日
一
六
月
二
十
日
。
台
地
上
に
あ
る
約

　
一
五
〇
基
の
群
集
獲
。
開
拓
の
た
め
そ
の
大
部
分

　
が
破
壊
さ
れ
る
の
で
、
関
西
学
院
大
学
武
藤
誠
教

　
授
、
関
西
大
学
石
野
博
信
、
京
都
大
学
田
中
琢
ら

　
諸
氏
に
よ
っ
て
、
九
基
が
調
査
さ
れ
た
。
　
一
五
米

　
前
後
の
円
墳
で
、
箱
形
の
木
棺
を
直
曝
し
た
と
推

　
定
さ
れ
、
最
大
四
つ
の
主
体
を
埋
葬
す
る
。
遣
物

　
に
は
玉
類
、
鉄
器
類
、
須
恵
器
が
あ
る
。
後
期
群

　
集
墳
を
構
造
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
調
査
し
た
例

　
と
し
て
、
そ
の
有
す
る
意
義
は
大
き
い
。

考
古
学
協
会
第
二
十
一
回
総
会

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日
　
東
京
国
立
博
物
館

大
田
原
市
湯
田
中
期
縄
文
式
聖
跡
　
渡
辺

岩
手
県
大
船
渡
市
蜻
之
浦
貝
塚
　
　
西
村

横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
　
　
　
　
　
吉
国

陸
前
宮
戸
島
貝
塚
調
査
聡
慧
　
　
　
加
藤

姫
路
市
千
代
田
遺
跡
の
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原

伊
予
松
山
市
土
居
窪
遺
跡
の
調
査
　
岡
本

高
槻
市
天
神
山
弥
生
式
懸
魚
祉

　　正耀
孝格衛瑞

健荘
児介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
長
治
ほ
か

瀬
戸
内
海
の
沿
岸
・
島
嘆
に
お
け
る
弥
生
式
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚

師
楽
式
遺
跡
に
お
け
る
塊
生
産
の
立
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤

忠
鋼
…

（350）

初
重
　
8
6

義
郎

　
肥
後
に
お
け
る
割
竹
形
石
棺
の
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
益
　
重
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
和
歌
山
市
大
谷
古
墳
調
査
概
報
　
　
樋
口
　
隆
康

　
岩
手
県
浮
島
古
墳
調
査
確
報
　
　
　
草
間
　
俊
一

　
昭
和
三
十
瓢
年
度
川
原
寺
第
一
次
調
査
概
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
清
ほ
か

　
考
古
学
上
よ
り
見
た
播
磨
の
古
山
陽
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
　
清

　
秋
田
県
に
お
け
る
板
碑
調
査
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
修
介

京
都
府
竹
野
郡
弥
栄
町
ニ
ゴ
レ
古
墳
の
調
査

　
　
四
月
八
日
一
…
十
三
日
。
丘
陵
突
端
頂
部
に
、

　
長
さ
四
・
八
米
、
幅
二
米
、
深
さ
○
・
六
米
の
墓

　
塘
を
も
う
け
、
中
に
長
さ
約
四
米
の
割
竹
形
木
棺

　
を
お
さ
め
た
古
墳
で
あ
る
。
　
一
部
は
破
壊
さ
れ
て

　
い
た
が
、
鉄
創
、
鉄
鎌
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
墳

　
頂
部
に
は
舟
、
甲
冑
、
家
、
盾
な
ど
の
象
形
埴
輪
、

　
背
後
の
丘
陵
と
の
境
に
は
直
隷
に
な
ら
ぶ
円
筒
埴

　
輪
列
が
あ
っ
た
。
弥
栄
町
教
育
一
霞
昌
ハ
ム
猟
の
謡
講
酬
に

　
よ
り
、
京
都
大
学
樋
口
隆
康
助
教
授
、
西
谷
真
治

　
助
手
が
調
査
し
た
。



昭和角田憲年京都大学卒業論文題目

昭
和
三
十
三
年
京
都
大
単
卒
業
引
田
蝦
蟹

　
　
　
　
国
史
学
専
攻

　
備
前
藩
に
お
け
る
近
世
後
期
の
商
贔
生
産
の

　
　
展
開
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
太
田
　
睦
美

　
中
世
説
話
の
発
展
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
　
識

　
戦
国
末
期
に
お
け
る
今
川
氏
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
肉
木
忠
夫

　
改
良
主
義
の
歴
史
的
評
価
　
　
　
　
佐
々
木
隆
爾

　
　
－
三
大
事
件
建
白
に
つ
い
て
一

　
維
新
政
治
勢
力
の
形
成
　
　
　
　
　
芝
原
　
拓
自

　
　
－
一
－
肥
前
藩
に
お
け
る
天
保
改
草
と
軍
制
改
革

　
　
を
め
ぐ
っ
て
一
1

　
改
進
党
の
条
約
改
正
論
　
　
　
　
　
中
島
　
節
子

　
古
代
奴
隷
制
の
崩
壊
過
程
　
　
　
　
丹
生
谷
哲
一

　
元
禄
享
保
期
に
お
け
る
商
人
資
本
の
動
向

　
　
－
近
江
日
野
正
野
玄
三
家
の
場
合
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川

啓
蒙
主
義
の
歴
史
的
役
割
　
　
　
　
広
田

　
ー
ー
ー
福
沢
と
加
藤
の
場
合
i

群
馬
自
由
民
権
運
動
史
論
　
　
　
　
真
下

日
本
史
に
お
け
る
変
革
過
程
の
一
、
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦

（
修
士
課
程
）

明
治
前
期
に
お
け
る
地
方
政
治
の
展
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
泉

嘉
男

昌
希

英
二

寛
巳

東
夫

平
安
前
期
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
　
秋
宗
　
康
子

日
本
プ
ア
シ
ズ
ム
と
中
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

　
l
大
恐
慌
期
を
中
心
と
す
る
一
考
察
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
　
圭
一

鎮
西
に
お
け
る
荘
園
体
制
と
在
地
領
‡
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
敬
一

初
期
禅
宗
史
に
お
け
る
一
・
二
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
大
拙

国
造
制
支
配
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
八
木
　
　
充

（
博
士
課
程
修
了
者
研
究
発
衷
会
発
表
題
藏
）

本
年
・
は
新
極
度
第
一
回
の
博
士
課
程
修
了
者
を
出

し
た
が
、
京
都
大
学
文
学
部
で
は
そ
の
鯵
了
記
念

講
演
会
を
催
し
た
。
国
史
学
専
攻
者
の
発
表
題
目

は
次
の
通
り
。

明
治
維
斬
の
政
治
過
程
　
　
　
　
　
池
田
　
敬
正

日
本
庄
園
史
研
究
序
説
　
　
　
　
　
村
井
　
康
彦

返
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
　
　
　
脇
園
　
　
修

　
　
　
東
洋
史
専
攻

憲
藩
の
乱
　
　
　
　
　
　

斎
藤
哲
男

薫
国
魏
の
園
制
の
一
考
察
　
　
　
　
野
村
　
安
彦

明
代
蘇
州
地
方
の
官
田
に
関
す
る
雑
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
正
夫

（
修
士
課
程
）

清
代
の
錠
選
　
　
　
「
　
　
　
　
　
近
藤
　
秀
樹

ダ
リ
ウ
ス
一
世
の
ア
フ
ラ
マ
ツ
ダ
信
仰
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
谷
　
俊
之

清
代
漕
運
制
度
の
崩
壊
過
程
　
　
　
山
口
　
辿
子

　
一
商
人
勢
力
の
発
展
と
関
係
し
て
一

唐
代
の
公
摩
本
銭
・
食
利
本
銭
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
裕
男

西
洋
史
専
攻

領
那
政
策
と
し
て
の
都
市
建
設
　
　
石
川
　
　
明

　
i
中
部
ド
イ
ツ
東
部
に
於
け
る
フ
リ
ー
ド
リ

　
ッ
ヒ
、
パ
ル
パ
ロ
ッ
サ
の
都
市
政
策
を
重
心
と

　
し
て
ー

マ
ル
チ
ソ
・
ル
ッ
タ
ー
に
於
け
る
社
ム
孤
的
性
格

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
淑
子

南
北
戦
争
前
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の

黒
人
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
雄
文

　
一
特
に
奴
隷
制
度
を
中
心
と
し
て
i

第
一
次
世
界
大
戦
前
に
於
け
る
ド
イ
ツ
社
会
民
主

党
の
働
き
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
岩
永
　
嘉
介

ダ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
変
“
串
の
基
本
・
的
屋
一
重

　
一
点
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
と
し
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
海
　
佑
治

ド
イ
ツ
史
　
　
　
　
　
　
小
林
加
奈
子

　
ー
ド
イ
ッ
十
一
月
革
命
に
於
け
る
ロ
ー
ザ
・

　
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
ー

ピ
ー
ヌ
ー
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
と
そ
の
時
代

　
－
絵
画
と
社
ム
瓜
の
関
係
に
つ
い
て
の

　
一
考
察
－
…
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
　
昭

プ
μ
イ
セ
ン
国
王
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ニ
世
の

農
業
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
村
祐
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
罠
○
頁
へ
）

87 （351）



り
二
二
〇
五
年
の
議
会
に
不
平
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
（
博
凱
P
讐
，
卜
。
ω
P
）

⑮
℃
0
9
ρ
o
Ψ
臼
∫
や
餅
昏
b
℃
●
㎝
ω
ふ
．
王
に
関
係
す
る
事
件
、
公
共

法
廷
に
関
係
す
る
事
務
は
全
部
が
ナ
イ
ト
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ノ
ー
サ
ム

ブ
ト
ソ
州
に
は
ジ
掌
ソ
王
時
代
ナ
イ
ト
が
百
人
足
ら
ず
で
不
足
し
て
い
た

と
云
わ
れ
る
。
極
め
て
面
倒
な
義
務
で
橡
あ
っ
た
が
、
中
に
は
行
政
事
務
、

権
威
行
使
の
好
き
な
ナ
イ
ト
も
あ
ウ
、
本
来
の
軍
事
的
性
格
を
全
く
失
っ

て
専
ら
行
政
、
司
法
官
と
し
て
振
舞
う
者
も
多
か
っ
た
。

　
又
、
彼
ら
ナ
イ
ト
階
級
σ
q
①
β
窪
三
層
が
十
三
世
紀
頃
よ
り
次
第
に
行
政

、
事
務
に
慣
れ
て
来
る
鱗
は
、
U
①
ロ
げ
巳
一
二
O
β
憾
幹
切
b
σ
Φ
隣
0
9
吋
や
の
募
2

鋤
⇔
鳥
叶
財
Φ
　
℃
民
。
〈
酵
｝
o
昌
。
陰
。
噛
芝
Φ
斡
臼
貯
萄
。
叶
①
H
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
様
で

あ
る
が
筆
者
未
見
。
此
の
当
物
の
銚
判
、
○
●
諺
．
国
．
ζ
Φ
Φ
巴
町
α
q
の
旨
護
O
肱
①

9
げ
。
玉
串
。
び
①
答
9
愚
①
幕
ざ
貼
§
賊
①
の
匿
①
（
¢
新
客
z
9
・
。
。
。
ω
．

一
〇
㎝
刈
．
）
よ
り
一
応
の
結
果
は
得
ら
れ
る
。

⑰
○
げ
ユ
欝
Φ
ω
”
諺
⇔
ぎ
膚
。
創
β
o
舘
。
ロ
8
導
①
》
貸
鑓
冨
δ
樗
①
暑
く
①
諏
一
ω
8
巳
矯

O
暁
嵐
Φ
象
O
＜
鵠
国
口
σ
q
ご
誉
9
日
り
㎝
も
⊃
り
O
げ
P
や
く
H
．
帥
習
旨
O
α
q
位
9
に
お
い

　
て
、
封
建
王
政
よ
り
加
肥
対
王
政
へ
の
推
移
過
程
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

　
結
［
局
、
王
の
℃
Φ
畦
の
O
慧
鉱
σ
q
O
〈
O
H
⇔
営
Φ
⇔
け
と
云
う
申
・
櫃
甜
封
建
王
政
の
伝
統

　
が
、
次
第
に
σ
β
叶
①
9
償
O
円
鋤
銘
O
σ
q
O
〈
①
厭
§
①
三
塁
あ
り
方
に
変
っ
て
行
く

　
と
云
・
）
基
本
線
に
墓
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

附
記
こ
の
試
論
は
昭
和
三
十
二
年
度
文
都
省
科
学
研
究
費
の
各
個
研
究

「
西
欧
に
お
け
る
封
建
王
政
と
村
落
共
同
体
」
の
分
担
報
告
の
一
部
で
あ

る
。
　
（
昭
三
三
二
二
・
二
二
）

（
八
四
頁
よ
り
）

メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
ク
に
於
け
る
グ
ー
ッ
ヘ
ル
シ
ヤ
フ
ト
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田
　
幸
男

一
八
四
六
～
七
年
の
社
会
危
機
と
篇
月
革
命
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
幹
夫

（
修
士
課
程
）

イ
タ
リ
ア
三
布
フ
イ
レ
ソ
ッ
エ
に
於
け
る
政
治
思
想
　
　
　
谷
　
　

泰

　
一
十
四
世
紀
末
－
十
五
世
紀
初
に
か
け
て
の
人
為
的
都
市
社
会
秩
序

　
意
の
形
嘩
…
一

独
ソ
・
べ
．
ル
リ
ソ
条
約
の
成
立
と
シ
ユ
ト
レ
～
ゼ
マ
ン
の
政
醜
烈
　
野
田
　
宣
雄

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　

三
宅
　
正
…
樹

　
一
権
力
国
家
と
民
主
々
義
ー

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
由
地
底
減
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
幸
夫

　
ー
ス
ト
μ
ソ
グ
、
シ
ュ
ー
ラ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
の
そ
れ
に
つ
い
て
一

古
代
ガ
リ
ア
史
研
…
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
忠
失

シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
に
於
け
る
社
会
権
識
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
茂

　
　
　
地
理
学
専
政

姫
路
近
郊
に
お
け
る
製
革
業

和
歌
山
県
の
二
藍
産
業

弓
が
浜
砂
嚇
の
土
地
利
用

地
域
の
対
外
活
動
と
発
展
方
向

炭
田
地
域
に
お
け
る
都
布
形
成

茶
業
お
よ
び
そ
の
労
働
力
を
通
し
て
み
た
村
落
社
会

（
修
士
課
発
）

》
り
削
げ
属
似
註
N
」
B
同
党
の
痴
俣
元
と
比
定

（
博
士
課
程
修
了
者
研
究
発
表
会
発
表
題
目
）

焼
畑
農
業
の
地
理
学
的
研
究

梅
宮
も
り
よ

小
野
　
菊
雄

坂
本
莫
夫

成
賑
　
孝
三

平
松
　
弘
之

藤
沢
芙
由
子

高
橋
　
　
正

佐
々
木
高
明

（294＞30


